
小
売
店
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

梶
原
禎
夫

製
造
業
者
は
、
同
じ
目
的
に
充
当
さ
れ
る
製
品
に
つ
い
て
、
消
費
者
の
多
様
な
必
要
、
慾
望
、
好
み
に
合
せ
て
、
品
質
、
ス
タ
イ
ル
、

デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
ー
等
の
諸
側
面
で
多
様
化
の
努
力
を
実
行
し
て
い
る
。

小
売
商
は
製
造
業
者
の
生
ん
だ
多
様
な
製
品
の
中
か
ら
、
自
己
の
店
舗
が
も
つ
顧
客
の
需
要
に
合
せ
て
、
製
品
の
適
切
な
バ
ラ
エ
テ
ィ

l

を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『

小
売
店
舗
（
以
下
、
単
に
店
舗
と
よ
ぶ
）
で
響
票
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
を
多
く
す
る
ほ
ど
、
顧
客
が
そ
の
店
舗
で
満
足
ゆ
く
製
品
を
発

見
す
る
相
対
的
機
会
が
大
き
く
な
る
の
で
、
店
舗
の
顧
客
吸
引
力
は
大
き
く
な
る
。

し
か
し
、
一
万
、
店
舗
で
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数
が
多
い
ほ
ど
、
顧
客
の
店
舗
内
に
お
け
る
買
物
の
費
用
、
販
売
員
が
製
品
を
取

扱
う
費
用
、
在
庫
維
持
の
費
用
等
が
増
大
す
る
。

本
稿
の
目
的
は
単
純
な
在
庫
体
系
を
含
む
、
小
売
店
舗
に
お
け
る
最
適
バ
ラ
エ
テ
ィ
決
定
の
模
型
を
構
成
し
、
小
売
商
の
科
学
的
商
品

2

管
理
へ
の
一
つ
の
道
を
開
拓
す
る
こ
と
に
あ
懲

模
型
は
次
の
順
序
で
構
成
す
る
。

一
、
消
費
者
個
人
の
、
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
規
準
と
す
る
店
舗
選
択
の
過
程
を
定
式
化
す
る
。

二
、
店
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
販
売
量
と
の
関
係
を
示
す
数
且
Ⅱ
式
を
定
め
る
。
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を
み
い
だ
す
機
会
と
庖
舗
へ
の
、
ま
た
屈
舗
内
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
費
用
と
の
比
較
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
消
費

者
の
こ
の
庖
舗
選
択
の
過
程
の
定
式
佑
を
行
う
。

次
の
前
捉
を
設
け
る
。

一
、
消
費
者
が
特
定
の
庖
舗
で
満
足
の
ゆ
く
製
品
を
み
い
だ
す
確
率
は
、
そ
の
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
豊
富
で
あ
る
ほ
ど
高
く

な
る
。

二
、
消
資
者
が
庖
舗
を
訪
れ
る
の
に
家
む
る
費
用
は
消
費
者
の
居
所
と
応
舗
間
の
距
離
に
比
例
し
て
増
加
す
る
口

一
二
、
庖
舗
で
す
べ
て
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
同
一
階
に
陳
列
さ
れ
る
。

四
、
消
費
者
の
庖
舗
内
で
の
製
品
選
択
の
費
用
は
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数
の
平
方
根
に
比
例
し
て
悶
加
す
る
。

次
の
よ
う
に
記
号
を
定
め
る
。

Z 

製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数

ロ

消
賀
者
と
庖
舗
問
の
距
離

H
V
(
Z
)
 

製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
が

Z
で
あ
る
庖
舗
で
消
費
者
が
満
足
の
ゆ
く
製
品
を
み
い
だ
す
確
率
。

ミロ

消
費
者
が
そ
の
居
所
か
ら
り
の
距
離
に
あ
る
庖
舗
を
訪
れ
る
と
き
蒙
む
る
費
用
。

h
a
t
¥
Z

製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
が

Z

で
あ
る
庖
舗
で
消
費
者
が
特
定
の
製
品
を
み
い
だ
す
た
め
の
費
用
。

消
費
者
が

Z
種
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
っ
庖
舗
で
満
足
の
ゆ
く
製
品
を
み
い
だ
す
確
率
を
次
式
で
あ
ら
わ
す
。

も

(
Z
)

(
プ
↓
)

確
率
の
性
質
に
よ
り
、

。仏、
(
Z
)
仏

小
売
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

七
九
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で
あ
る
。(

三
)
は
、

消
費
者
が
製
品
問
の
比
較
を
す
る
努
力
を
し
よ
う
と
し
な
い
ほ
ど
、

ま
た
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数
が
多
い
ほ
ど

一
に
近
く
な
る
。

消
費
者
が
特
定
の
庖
舗
で
、
特
定
種
類
の
製
品
を
購
買
す
る
と
き
、
次
の
費
用
を
蒙
む
る
。

ま
ず
、
消
費
者
が
庖
舗
へ
行
く
費
用
で
あ
る
。
前
提
二
に
よ
り
、
こ
の
費
用
は
次
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

円
札
口

(
プ
M
)

こ
こ
で
、

え
は
比
例
常
数
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
消
費
者
が
庖
舗
で
そ
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
中
か
ら
特
定
種
類
の
製
品
を
み
い
だ
す
費
用
で
あ
る
。

前
提
四
に
よ
り
、
消
費
者
の
と
の
費
用
は
次
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

(
プ

ω)

こ
こ
で
、

ミ
は
比
例
常
数
で
あ
る
。

消
費
者
の
庖
舗
で
の
購
買
の
費
用
は
以
上
二
つ
の
費
用
の
合
計
で
次
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

ミ
ロ
+
之
副
l

(
プ
ム
)

消
費
者
は
購
買
に
当
つ
て
の
庖
舗
選
択
を
(
こ
)
と
(
プ
ム
)
の
比
較
に
よ
っ
て
行
う
。
こ
の
比
較
の
と
き
、
消
費
者
は
(
三
)
を
さ
で

(
プ
ム
)
を
。
で
加
重
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
消
費
者
は
あ
る
居
舗
に
つ
い
て
、
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が
正
で
あ
れ
ば
こ
の
庖
舗
を
選
択
し
、
負
で
あ
れ
ば
選
択
し
な
い
。

ω
消
究
者
が
特
定
の
居
舗
を
選
択
し
て
愛
顧
す
る
動
機
阿
Mmzggmo
冨
♀

2
2
の
一
般
論
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
み
よ
。

わ
宮
ユ

g
司・

MME--匂
∞

ω
E
ロ
巳

Z
Z
H・
ロ
ロ
ロ

g
R
冨

R
Z
S
F
同

M
Z
R
S
-
2
8仏
冨

ZHHO仏
印
・
士
宮
・
開
仏
・

(出。

B04司
00門
Y
E
Z
0
2・一∞∞

O
)
3・2
1
8・

開
・
旬
。
円
O
B
O
冨
の
の
R
F
U三
回

g
向
。
宮

ω同
W
E
E
F
k
p
富
山
富

ω
m
2
2
-
〉
℃
℃
円
。
ω
n
v
(出
。
目
。
君
。
。
門
Y
ロ
ロ
ロ
0
2・一回
m
O
)

(
プ
印
)

註

3
・-Dol-8
・

註

(2) 

あ
ら
ゆ
る
値
の
ロ
に
つ
い
て
、
、

(
z
b
)
と
Z
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

を
零
か
ら
し
だ
い
に
多
く
し
て
ゆ
く
と
、
¥
は
負
か
ら
正
に
、
や
が
て
ま
た
負
に
な
る
。

に
し
て
お
く

Z

の
領
域
は
少
く
な
り
、
や
が
て
は
い
か
な
る

Z

に
つ
い
て
も
¥
は
負
と
な
る
。

z 

ロ
が
大
き
く
な
る
に
従
い
、
」
司
を
正

口

こ
こ
で
は
、
前
節
で
定
め
た
消
費
者
個
人
の
庖
舗
選
択
の
公
式
を
も
と
に
し
て
、
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
販
売
数
量
と
の
関
係
を

示
す
数
量
式
を
定
め
る
。

前
節
の
前
提
に
、
さ
ら
に
次
の
も
の
を
加
え
る
。

一
、
庖
舗
の
販
売
数
量
は
そ
の
庖
舗
を
選
択
す
る
消
資
者
数
に
等
し
い
口

前
節
の
記
号
に
さ
ら
に
次
の
も
の
を
加
え
る
。

消
費
者
全
体
に
つ
い
て
の
も
(Z)

司

(Z)

小
売
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

Ji、
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のロ手
¥

Z

〈

(
2
y
p
大|引

同
¥
ロ

消
費
者
全
体
に
つ
い
て
の

包
h
v
(
Z
)

/¥ 

ロ
日
、

あ
る
庖
舗
で
購
買
す
る
消
費
者
の
中
で
最
も
庖
舗
か
ら
離
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
庖
舗
ま
で
の
距
離

ケ
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
っ
庖
舗
か
ら
匂
の
距
離
に
住
む
消
費
者
全
体
の
、

こ
の
庖
舗
で
の
購
買
性
向
が
次
式
で
与
え
ら

Z 

れ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
、

C
M川
司

(
z
b
)
仏

と
す
れ
ば
、

で
あ
る
。

の円四ロ

消
費
者
全
体
に
つ
い
て
の
ミ
ロ

(
ド
一
)

(
N
M
)
 

4
司・

H
M
W

ハい門
Y

ハ
い
ロ
は

Z
ケ
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
っ
庖
舗
に
つ
い
て
、
そ
の
庖
舗
か
ら
ロ
だ
け
離
れ
た
地
点
に
住
む
消

こ
こ
で
、

消
費
者
全
体
に
つ
い
て
の

S
J
¥
Z

消
費
者
全
体
に
つ
い
て
の
ど
(
え

y
s
k
l
引

~ 

消
費
者
密
度

庖
舗
か
ら
り
の
距
離
に
あ
る
地
点
で
の
消
費
者
密
度

司

(
z
b
)
H者
司

(
Z
)
1
4
(
の
門
出
)
+
の
ロ

b
T
¥
Z
)

で
あ
る
。
ま
た
、

〉

(
Z
)
H
3
(
Z
)
1
5
ロミ

z

司

(zwロ)
H
K戸
(
Z
)
l
J
刊
の
円
四
一
口



費
者
全
体
に
つ
い
て
の
、
前
節
に
お
け
る

g
b
nト
ミ
を
あ
ら
わ
す
。

い
ま
、
消
費
者
が
均
等
に
分
布
し
て
い
る
地
区
に
立
地
す
る
庖
舗
と
、
消
費
者
が
あ
る
地
点
に
集
中
し
、
そ
の
集
中
し
て
い
る
中
心
に

位
置
す
る
庖
舗
の
二
つ
の
場
合
を
考
え
る
。

ケ
ー
ス

庖
舗
は
消
費
者
が
全
域
に
均
等
に
分
布
し
て
い
る
と
と
ろ
に
あ
る
。
消
費
者
密
度
を
常
数
同
で
示
す
と
、
庖
舗
か
ら
半
経
口
の
領

城
に
住
む
消
費
者
数
は
次
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

同
河
口
凶

次
に
、
乙
の
応
舗
で
購
買
す
る
消
費
者
の
中
で
、
活
舗
か
ら
最
も
離
れ
て
い
る
者
の
距
離
を
求
め
る
。

(
M
L
)

を
零
と
お
き
、
こ
れ
を
ロ
に
つ
い
て
解
け
ば
よ
い
。

こ
れ
は
、

司

(
z
b
)
H
3
2
)
l
〈

(2ロ
+
の
ロ
ザ
¥
|
引
|
)
H
O

ロ
u

=号
炉U

Z 

<:1 I 
01 <: 
凶 ICi

そ¥

zl 

k
r
(
Z
)
 

J
刊
の
円
四

こ
の
距
離
を
ロ
日
で
表
わ
す
。

前
提
に
よ
り
、
庖
舗
の
販
売
数
量
は
庖
舗
で
購
買
す
る
消
費
者
数
に
等
し
い
。
こ
の
庖
舗
を
選
ぶ
消
費
者
数
、
従
っ
て
ま
た
販
売
数
量

は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。

小
売
屈
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

/¥ 
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耳

目

門
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)

自

凶

=

ロ

B

一

司

(ZWU)仏
(
同
門
司
ロ
凶
)
H
M刊
日
同
一
司

(zwロ
)
巴
【
同
一
口

可
吋
}
拘

ω(
〈
わ
内
回
)
民

k
r
(
Z
)臼

(ド
ω)

日

-
t
2
3
B司

(ド

ω)
、

ケ
ー
ス
・

消
費
者
は
あ
る
地
点
を
中
心
に
集
中
し
て
い
る
。
庖
舗
は
こ
の
集
中
の
中
心
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
庖
舗
か
ら
ロ
の
距
離
に
お
け

る
消
費
者
密
度
は
、

同
が
常
数
で
同
¥
ロ
与
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、

庖
舗
か
ら
ロ
ω
半
径
内
に
あ
る
消
費
者
数
は
次
の
よ
う
に
し
て

求
め
ら
れ
る
。

。~

明司ロ

ω
悶

-

ロ

ω

関
門
凶
(
苛
吋
ロ
凶
)
H
M司
同
一
色
一
ロ

ロ

.

、

。
H
N司
間
口

ω

庖
舗
か
ら
最
も
離
れ
て
い
る
消
費
者
の
庖
舗
ま
で
の
距
離
は
ケ

l
ス
・
一
と
同
じ
万
法
で
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
距
離
を
U
B
で
あ
ら
わ
す
。

こ
の
屈
舗
で
購
買
す
る
消
費
者
数
、
従
っ
て
ま
た
販
売
数
量
は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
る
吋

、M『司一関口
B

3

ロ
日

一

司

(
Z
H
V
)仏
(
M司
関
口
)
H
M司

同

一

司

(
Z
H
)
)円四一口

-
叫
吋
阿
内

〉

(Z)同

J
刊
の
円
四

(
ド
ム
)



日
〈
ハ
リ
ハ
日
刊
関
口

B
M

(
M
W
K干
)
、

(1) 

(
前
節
の
註

ωを
み
よ
)
従
っ
て
、

Z

を
雫
か
ら
し
だ
い
に
増
加
し
て
ゆ
く
と
売
上
は
零
か
ら
し
だ
い
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
、
少
く
と
も
一
つ
の
最
大
値
を
と
り
、
や
が
て
減

少
に
向
う
。
た
だ
、
ヶ
1

ス
・
こ
に
つ
い
て
〉
(
Z
)
が
負
の
と
き
も
克
上
が
正
の
値
と
な
る
が
、
乙
れ
は
無
意
味
で
あ
り
、
除
外
し
て
お
か

註

〉
(
Z
)
は
同
(
戸
口
〉
と
同
様
の
変
佑
の
型
を
示
す
。

ケ
ー
ス
・
一
、
ヶ
1
ス
・
二
の
場
合
と
も
に
、

ね
ば
な
ら
な
い
。

国

前
節
で
え
ら
れ
た
結
果
に
単
純
な
在
庫
体
系
を
導
入
し
て
、
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
利
潤
の
問
の
数
量
関
係
を
定
め
、
最
適
パ
ラ

エ
テ
イ
決
定
の
た
め
の
模
型
を
完
成
す
る
。
新
た
に
次
の
前
提
を
設
け
る
。

て
在
庫
貨
は
発
注
賀
と
保
管
費
か
ら
な
る
。
在
庫
に
は
、
安
全
余
裕
を
合
む
。
入
庫
は
、

一
定
量
づ
っ
在
庫
が
安
全
余
裕
の
水
準

に
ま
で
下
っ
た
と
き
直
ち
に
行
わ
れ
る
。
出
庫
呈
は
一
様
で
あ
る
。

二
、
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
す
べ
て
の
種
類
の
製
品
に
つ
い
て
、
販
売
量
、
発
注
費
、
保
管
費
、
安
全
余
裕
の
在
庫
量
は
す
べ

て
等
し
い
。

三
、
製
品
の
取
扱
い
賀
は
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数
の
平
万
根
に
比
例
し
て
増
加
す
る
。

新
た
に
、
次
の
記
号
，
を
定
め
る

開

一
定
期
間
の
出
由
主

同

一
回
当
り
の
発
注
賀

ト・4

一
回
当
り
の
入
出
量

小
売
居
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

八
五



経

営

と

経

済

ω
t
¥

配
|

叶

製
品
一
ケ
当
り
の
保
管
費

同

安
全
余
裕
の
在
庫
量

9K
」
¥

，
ノ
一
/

o 

固
定
費

製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
が

Z
種
類
で
あ
る
と
き
の
製
品
取
扱
い
賀

乙
の
解
を

(
ω
L
)

の
同
に
代
入
し
て
、

司

製
品
の
平
均
販
売
価
格

小
売
商
は
庖
舗
で

Z
種
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
販
売
す
る
た
め
に
次
の
諸
費
用
を
蒙
む
る
。

一
種
類
の
製
品
に
つ
い
て
の
在
庫
費
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
在
庫
費
が
あ
る
。
前
提
一
に
よ
り
、

と
の
在
庫
費
を
極
小
に
す
る
入
庫
量
|
|
最
適
ロ
ッ
ト
の
規
模
ー
ー
は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。

を
う
る
。

Jrエー
:
(
l
V
L
Y〕
H
O

H
I
J
¥
 
M
開
門
吋

一
種
類
の
製
品
に
つ
い
て
の
極
小
在
庫
費
、

〈¥

N
開
円
、
同

+
同
同
，

前
提
二
に
よ
り
、
庖
舗
で

Z
種
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
販
売
す
る
の
に
必
要
な
極
小
在
庫
費
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

(
ω
L
)
 

(
ω
w
M
)
 

ヘ
心
心
J

f
仁
w
仁、、



z
d
¥
1
M開円、
H
，

+
Z問
、
吋

(ω
込
)

次
に
、
製
品
の
取
扱
い
資
が
あ
る
。
前
提
三
に
よ
り
、
こ
れ
は
次
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る

州
凶

h
-
z

ω 

は
比
例
常
数
で
あ
る
。

以
上
二
つ
の
費
用
の
他
に
販
売
の
固
定
資
O
を
加
え
て
、
庖
舗
で

Z
種
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
販
売
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
は
次

式
の
よ
う
に
な
る
。

。+Z
J
¥
一~開円、吋

+

Z問
、
同
十

ω
'
¥
Z

(ω"印
)

Z 

種
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
っ
庖
舗
の
総
販
売
量
は
、
ケ
ー
ス
一
に
つ
い
て
は
(
ド
ω
)
か
ら

q
w
 

ω(〈
の
仏
)
ぉ

k
F
(
Z
)
ω
 

で
あ
る
。

一
種
類
の
製
品
の
販
売
量
は
、

l
l
l
kぽ
|
|
|
〉

(Z)臼

ω
Z
(〈
わ
円
四
)

(
ω
w

∞) 

で
あ
る
。

(ω
、
印
)

の

切
に
こ
れ
を
代
入
し
て
、

Z
種
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
最
適
在
庫
量
の
も
と
で
の
総
販
売
費
を
う
る
。
乙
れ
は
次
式

の
よ
う
に
な
る
口

小
売
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

jI、
七



経

営

と

経

済

o 
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M
円、吋可吋同ZK戸
(
Z
)

ω
 

+

Z

同

吋

+

く

引

l

く¥

ζ

こ
で
、

げ

H

J

¥

M
円、H
，
『
吋
阿
内

〈
の
円
四

と
お
く
と
、

3
・3
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

。

+

ザ

ノ

¥

+
Z
同
吋
+
ω
J
¥
判
ー

〉

(
Z
)白
Z

製
品
の
平
均
販
売
価
格
を
、
司
、
と
す
れ
ば
、
居
舗
の
総
販
売
額
は

0
・ω)

か
ら
、
近
似
的
に
、

仁ムコ

ミI~
01:01 

~I 片

〉

(
Z
)

と
な
る
。
乙
こ
で
、

ω 

11 

司
、
司
吋
}
内

ω(〈
【
川
島

)
u

と
す
る
と
、

(ω
ゐ
)
は
、

ωKF(Z)臼

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

小
売
商
が
庖
舗
で

Z
種
類
の
製
品
を
最
適
在
庫
量
で
販
売
す
る
と
き
え
ら
れ
る
利
益
は

(ω
匂
)
、
か
ら

で
、
こ
れ
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

(∞
w
吋
)
、

/'、
/¥ 

(∞
w
吋

)

(ω
勾)、

(ω
ゐ
)

(ω"
∞)、

を
差
し
引
い
た
も



手
(
Z
)
ω
|
D
l
t
J
¥
|〉
(
Z
)白
Z

-

Z
号
ー
之
副
l

(ωwu) 

小
売
商
の
利
益
が
最
大
に
な
る
た
め
の
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数
は

(
ω
ゐ
)
を

Z
で
微
分
し
て
、

零
と
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
え
ら
れ
る
微
分
方
程
式
を
〉
に
つ
い
て
解
き
、
こ
れ
か
ら

Z
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

ま
た
、

Z
極
類
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
っ
庖
舗
の
総
販
売
量
は
、
ケ
ー
ス
二
に
つ
い
て
は
(
ド
さ
か
ら
、

~I 込
k
F
(
Z
)
凶

で
あ
る
口

(
ω
b
)
を
導
い
た
の
と
全
く
同
じ
手
順
で
、
小
売
商
の
、
庖
舗
の
総
販
売
量
が

(
ド
ム
)

で
あ
る
と
き
の
、
最
適
在
庫
呈
の
も
と
で
の

利
益
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

ω

メ
(
Z
1
1
0
l
v
、
J
¥
i
z
l
〉

(
Z
)
l
z
z

ー
よ
引
!

(ω
・
一
〔
)
)

こ
こ
で
、

σ、一
H

ト、コ
<1円i

えI~

ω
、
H
H

首
吋
同
句
、

〈
の
門
同

で
あ
る
。

小
売
商
の
利
益
が
最
大
に
な
る
た
め
の
、
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
種
類
数
も

(ωwu) 

に
つ
い
て
求
め
た
の
と
全
く
同
じ
手
順
で

求
め
ら
れ
る
。
小
売
庖
舗
の
製
品
バ
ラ
エ
テ
ィ

JI、
ブL
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経
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ω
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g
ロ
甲
乙
・

2ω
円
E
H
S仏
当
・
叶
品
。

九
0

4

司
匡
片
岡
出
自
一
宮

ω円
w
z
z
m
冨

ω
g
m
O
B
O
E
-
k
r
o
g民
主
主
2
0
〉
宮
】
円

O
R
H
H
(
Z
O詩
句
。
円

F

一∞∞
k
c
b
・一
.Z

、H，
F
O
E
Sロ
冨
・
当
宮
山
片
山
口
一
吋
回
目
。
与
え

Z
S
E
O門
司
冨

g
m
m
O
B
O
E
(甲
山
口
g
z
p
S
ω
ω
)同省・
2
1
8

× 

× 

× 

本
稿
の
目
的
は
小
売
庖
舗
の
最
適
バ
ラ
エ
テ
ィ
決
定
の
模
型
を
構
成
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
が
、

早
急
に
(
∞

b
y
G
L
O
)
か
ら
得
ら

れ
る
微
分
方
程
式
を
解
い
て
、
乙
の
模
型
の
解
も
求
め
た
い
。

次
の
機
会
に
お
い
て
、
同
じ
問
題
を
解
く
た
め
の
確
率
模
型
を
示
す
予
定
で
あ
る
。

(
昭
和
四
一
年
一
月
一
ニ

O
日
)




